発題者略歴

内山洋司氏　筑波大学機能工学系教授、スウェーデン・シャルマース工科大学客員研究員

　　サイト：http://www.kz.tsukuba.ac.jp/~uchiyama/
　　「日本と世界のエネルギー事情、見通し」新潟県エネルギーフォーラム、55枚チャート
　　http://www.jaero.or.jp/data/publish/bunka/taidan/2003/200307.html
「電力の供給で大事なのは設備の確保」

　　　　　　http://www.pref.niigata.jp/atom/forum/h13forum/lecture.pdf
略歴：1949年神奈川県生まれ。1981年東京工業大学大学院理工学研究科博士課程卒、工学博士、1996年（財）電力中央研究所入所、経済社会研究所入所。
専門分野：技術評価，ライフサイクル評価，エネルギーリスク分析。エネルギーを中心に資源，環境，経済，技術面から持続可能な発展のあり方を総合的に研究。 

研究テーマ：化石燃料，原子力，再生可能エネルギー技術につき、産業関連分析法により，設備の製造，利用，廃棄のライフサイクル；資源消費と環境影響の大きさを定量的に研究。 

主著書：「エネルギー工学と社会」放送大学教材出版社/放送大学教育振興会 

「私たちのエネルギー―現在と未来」培風館ほか多数
村田光平氏　東海学園大学教授、京セラ顧問、
サイト：http://homepage.mac.com/kurionet/murata.html
新しい文明”創設へ　http://www.chugainippoh.co.jp/doyo/d010210.htm
脱原発への試案　　　http://homepage.mac.com/kurionet/murabunsho.html
略歴：1938年東京生まれ、‘61年東京大学法学部卒業、外務省研修生としてフランス留学。 分析課長、中近東第一課長、宮内庁御用掛、在アルジェリア公使、在仏公使、国連局審議官、公正取引委員会官房審議官、在セネガル大使、衆議院渉外部長、96ー99年、在スイス大使などを歴任。現在（財）日本ナショナルトラスト（国土交通省所轄）評議員ほか、昨年５月「浜岡原発の運転停止を求める声明」を連名で出す。自ら「未来の世代の代表」を名乗り、持続可能な新しい文明を提唱、脱原発や環境税導入などスイスの先進的な 環境保護政策を学べ、といった原発の危険性に関する文書を配布、 大使を退任した現在、国内外における太陽エネルギーの促進や“ガンジー経済学”の 提唱など、“新しい文明”創設に向けての取り組みは、旺盛さと明確さの度を増している。
主著書：「新しい文明の提唱－未来の世代へ捧げる－」（株）文芸社刊・「原子力と日本病」朝日新聞社刊ほか、『原発震災を防ぐ全国署名』開始！
前野　徹氏 アジア経済人懇話会、高根グループ会長会長 、　　　
サイト；http://www.coco-de-sica.com/lectur/lecturer/maeno.htm
経歴；1926年生まれ。日本大学卒業後、読売新聞、東京新聞社を経て、60年東急グループ総帥五島昇氏に東京急行電鉄秘書課長としてスカウトされ、五島氏の懐刀として政界、財界、マスコミなどの対外折衝役として活躍。70年東急エージェンシー常務、専務、副社長を歴任、81年より11年社長。業界13位から電通、博報堂につぐ3位に躍進させる。その間、野田一夫氏とともに(社)ニュービジネス協議会の設立。初代会長の関本忠弘氏のもと9年間、副会長として同会の基盤づくりに貢献、現在顧門。95年、アジア経済人の大同団結を目指した経済団体、アジア経済人懇話会を設立、理事長として現在に至る。各分野の勉強会の提唱、若手起業家から創業経営者まで多くの集まりを主宰、国会議員、経済人などの政策勉強会の代表世話人としても活躍中。

現在、首都圏最大級の露天風呂「四季の湯温泉」を経営する高根グループ会長、健身健康法教育学院理事長などを務める。人生の信条は、「歴史を軽んずるものは、歴史から罰せられる」。
主著書：「戦後 歴史の真実―わが愛する孫たちへ伝えたい」経済界、「日本の敵は日本人」 経済界、「新 歴史の真実―祖国ニッポンに、誇りと愛情を」経済界「目ざめよ、日本」サンラ出版 、「戦後 歴史の真実」扶桑社文庫、「最後の首相―石原慎太郎が日本を救う日」扶桑社、「第四の国難―日本崩壊の地鳴りが聞こえる」扶桑社・扶桑社文庫 「日本、崩壊の危機」致知出版社 、「他人の良さ自分の良さの活かし方―見えない運をつかむ」かんき出版 
